
 

 

現在、乳幼児期～就学前期 のお子様 を対象とした調査を行っ
ています（※）。お子様のおもちゃや絵本、大人への関わり方を
観察させていただき、そのときの視線の向け方や生理活動など
を記録させていただきます。調査時間は30分～1時間程度です。
それ以外の調査を行う場合もありますが、保護者の方に内容を事
前にご説明してご同意いただいた上で協力をお願いしています。
（本学構内での調査にご協力いただいた方には，ささやかながら謝礼（図

書カード、記念品など）をお渡ししています。） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1

医学部１号館内 

東京大学大学院教育学研究科 附属 

発達保育実践政策学センター 

調査に参加してみませんか？         何をするの？ 

         アクセス 

私たちCedep（セデップ）では、乳幼児を対象に、認知機能
や感情、コミュニケーションの発達を調べるための学術調査
を行っています。例えば、幼い子どもは周りにある人や物をど
のように感じ、認識しているのでしょうか？また、私たち大人
の関わりは、子どもの発達とどのように関係するのでしょう
か？より良い保育環境を考えていくために、様々な基礎的な調
査を通して、こうした点を明らかにしたいと考えています。  

研究責任者：野澤祥子 准教授 
調査担当者：石橋・佐藤・新屋・浜名 

E-mail: labo_cedep@p.u-tokyo.ac.jp 
TEL：080-3464-3403 

  

※担当者が調査等のため不在の場合があります。可能な限り Eメール

か，HPのWeb フォームでのご連絡をお願いします。 

 

メトロ「本郷三丁⽬駅」から徒歩１０分

「東⼤前駅」から徒歩１５分 

発達保育実践政策学センター（Cedep）  

 

実際にどんな調査をするの？ 

お問い合わせ・申し込み アクセス 

調査にご興味のある方は、
下記までお問い合わせくだ
さい。ご質問などもお気軽
にどうぞ！ 

調査は安全面に十分配慮し，お子様の
様子を見ながら行います。調査中，お
子様がお疲れになったり，泣き出され
た場合には，休憩を挟むか，その時点
で調査を終了させていただきます。       

「東大Cedep
セ デ ッ プ

こども研究員」を募集しています！ 
乳幼児の発達に関する調査にご協力いただける 

※現在、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、本学構内での調査は休止しており、Web 調査のみ実施しています 


